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調 達 件 名

発 注 課

選定事業者

地方自治法施行令第167条の２第１項第２号

小児医療給付システム移行に伴うデータ移行ツール開発業務

札幌市子ども未来局子育て支援部母子保健担当課

株式会社ネクシス

随意契約の理由（相手方を特定した理由を含む。）

　本市の「小児医療給付システム」（自立支援医療（育成医療）、未熟児養育医療及び
小児慢性特定疾病の事務を所管）は、現行ベンダーである株式会社ネクシスが、
Microsoft Accessを用いて独自構築したものであり、長年にわたる運用の過程で蓄積さ
れたデータ構造は極めて複雑化している。
国の「地方公共団体情報システム標準化基本方針」に基づく標準化移行にあたっては、
これら現行データを標準仕様へ正確かつ円滑に変換・移行する必要がある。しかし、そ
のためには本市の業務運用に精通していることに加え、現行システムの内部仕様及び
データ構造に関する極めて高度な技術的知見が不可欠である。
本市においては、この移行作業の複雑性に加え、対応可能なベンダーの確保や体制構築
の制約から、国より「移行の難易度が極めて高いと考えられるシステム（移行困難シス
テム）」として指定を受け※、移行期限について令和９年度中までの延期承認を得てい
るところである。
これにより、令和９年度までの限られた履行期間内でデータ移行を確実かつ不具合なく
完了させるためには、他ベンダーにおけるシステム構造の解析や仕様理解に要する期間
を確保する余地はなく、現行システムのデータ構造を網羅的に把握している現行ベン
ダーのみが移行ツール開発業務を受託可能であると判断できる。
以上のことから、株式会社ネクシスを相手方として特定随意契約を行うものである。
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